
本
側
賓
在
や
中
心
ミ
ゼ
る
統
融
的
宗
教

ー
！
日
蓮
翠
人
の
宗
教
「
親
心
本
章
抄
」
の
再
認
識
｜
｜

山

Jll 

智

膝

日
蓮
聖
人
の
宗
敢
に
於
い
て
、
法
然
上
人
の
「
選
捧
集
」
、
親
鷺
聖
人
の
「
敢
行
信
詮
」
の
如
き
、
そ
の
宗
旨
に
沿
け
る
最
主
要
な
る
立

宗
典
籍
b
L
求
む
れ
ば
、
何
人
も
「
翻
心
本
隼
抄
」
を
以
て
す
る
に
時
躍
を
せ
ね
で
あ
ら
う
。
故
本
多
日
生
師
は
‘
聖
人
の
「
開
目
抄
」
を

以
て
、
最
後
の
標
準
御
葺
と
し
、
「
観
心
本
隼
抄
」
は
、
等
ろ
聖
人
正
系
の
宗
救
思
想
を
不
純
な
ら
し
め
る
も
の
が
あ
り
と
せ
ら
れ
た
が
、

（
同
師
者
「
本
等
論
」
）
、
し
か
し
そ
れ
は
同
師
の
私
論
で
あ
っ
て
、
聖
人
門
下
の
公
論
と
し
て
は
、
「
翻
心
本
隼
抄
」
を
以
て
最
高
標
準
の

書
と
す
る
に
、
殆
ん
ど
異
論
は
な
い
の
で
あ
る
。

而
し
て
本
多
師
が
、
「
翻
心
本
隼
抄
」
を
以
て
、
聖
人
の
ん
一
部
敬
を
不
純
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
の
は
、
師
は
「
開
目
抄
」

の
本
伸
質
在
の
敬
義
を
以
て
、
聖
人
の
正
系
思
想
と
し
て
ゐ
ら
れ
た
詩
め
ベ
本
容
抄
」
に
『
我
等
ガ
己
心
ノ
樺
隼
ハ
、
五
百
底
知
乃
不
十
一
所

顕
ノ
三
労
一
一
シ
テ
、
無
始
ノ
古
備
也
』
と
い
ひ
、
ま
た
『
上
行
・
無
謹
行
・
博
行
・
安
立
行
等
ハ
、
我
等
ガ
己
心
ノ
菩
薩
也
』
と
い
ひ
、

本
俳
・
本
化
を
以
て
、
凡
夫
の
己
心
中
の
存
在
と
し
、
内
在
内
視
の
宗
救
と
た
う
て
ゐ
る
の
は
、
天
台
の
一
念
三
千
に
基
く
傍
系
の
思
想

で
、
外
部
に
沿
け
る
本
僻
賞
在
の
正
系
思
想
b
L
．
稀
部
化
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
紋
の
日
蓮
宗
近
祉
の
精
風
T

．
優
陀
郡
日
開
仰
や

本
仰
貨
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

四



本
働
賃
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
敬

問

信
念
の
篤
曲
学
一
妙
日
導
師
が
、
『
己
心
本
隼
』
ま
た
は
『
己
身
本
悌
』
を
い
ひ
、
ま
た
は
『
本
隼
ノ
宮
間
ハ
行
者
ノ
色
心
』
等
と
い
へ
る
乞

以
て
、
と
れ
「
観
心
本
掌
抄
」
に
基
け
る
も
の
と
し
て
、
「
本
隼
抄
」
を
要
せ
守
、
「
開
目
抄
」
に
し
て
口
た
る
と
い
ひ
．

一
念
三
千
は
天
台
の

敬
闘
申
‘
大
量
茶
羅
は
虞
言
の
影
響
な

E
と
い
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
た
が
ら
‘

一
念
三
千
は
ベ
開
目
抄
」
に
沿
い
て
も
、
そ
の
各
論
は
勿
論
、
通
論
に
沿
い
て
も
帥
敬
最
高
の
思
想
と
せ
ら
れ
、
犬

量
茶
維
は
「
本
骨
骨
抄
」
に
、
法
華
経
本
門
八
品
の
所
顕
と
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
本
経
と
何
等
の
支
梧
な
く
一
致
す
る
の
で
る
る
か
ら
、

本
多
師
の
か
L
る
所
論
が
、

一
私
言
と
し
て
聖
人
門
下
の
皐
者
に
容
れ
ら
れ
た
か
っ
た
の
は
、
止
む
を
得
た
い
と
と
ろ
で
あ
る
。
だ
が
‘

師
の
そ
れ
等
の
豊
人
の
遺
文
を
無
闘
し
た
所
設
は
．
吾
等
も
ま
た
と
れ
を
排
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
川
を
し
て
さ
や
う
な
る
所
設
を
潟

さ
し
む
る
に
至
り
し
所
以
の
動
機
に
沿
い
て
は
‘
ま
た
深
く
同
情
す
る
と
と
ろ
あ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
明
治
四
十
三
竿
の
初
夏
の
交
で
あ
っ
た
。
私
は
南
品
川
本
光
寺
に
瀬
木
法
華
宗
の
講
演
の
あ
つ
も
日
日
‘
師
を
そ
の
寺
の
書
院
に

訪
ね
た
。
席
に
は
今
の
同
宗
管
長
井
村
日
感
師
は
じ
め
、
寺
主
の
今
成
師
沿
よ
び
笹
川
・
山
根
？
等
の
諸
仰
が
五
六
名
、
中
川
日
史
師
は

ま
だ
大
風
一
生
で
、
接
待
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
と
記
憶
す
る
。
そ
の
時
に
本
多
師
は
、
「
悶
目
抄
」
に
し
て
足
る
、
「
本
隼
抄
」
を
要
せ
や
と
の
意

見
を
出
さ
れ
、
私
は
「
本
隼
抄
」
が
在
け
れ
ば
‘
持
来
の
宗
敬
と
し
て
の
日
蓮
主
義
の
資
格
に
開
く
る
所
あ
り
と
し
、
ま
た
帥
は
大
憂
茶

羅
は
多
く
の
僻
菩
薩
と
諸
紳
の
羅
列
に
し
て
、
唯
一
本
仰
の
観
念
に
便
・
な
ら
・
？
と
せ
ら
れ
‘
私
は
そ
は
悌
・
並
口
麗
・
諸
神
の
羅
列
に
あ
ら

4
1
、
本
悌
の
一
念
三
千
そ
の
果
報
境
界
に
し
て
、
諸
宗
の
本
隼
が
併
の
外
相
を
以
て
す
る
に
到
し
て
、
本
僻
樺
骨
暑
の
精
神
界
を
以
て
本
隼

と
す
る
か
ら
．
本
門
翻
心
の
本
隼
と
す
る
た
り
と
し
・

一
時
間
飴
仁
亙
っ
て
論
談
し
、
他
の
人
々
は
一
言
も
挿
ま
た
か
っ
た
が
、
恰
か
も

師
の
出
演
の
時
聞
が
来
た
の
で
ヰ
僕
の
立
場
は
宗
敢
闘
申
だ
か
ら
』
と
言
ひ
聾
し
て
席
を
起
た
れ
た
。



そ
の
後
、
師
の
主
管
せ
ら
れ
て
ゐ
た
「
統
こ
雑
誌
上
に
、
大
円
安
茶
羅
本
隼
授
興
の
庚
告
が
、
大
正
の
初
年
か
ら
数
年
間
同
て
ゐ
た
が

そ
の
末
年
に
な
っ
て
、
師
は
「
本
隼
論
」
を
出
し
て
、
再
び
一
念
三
千
は
天
台
の
敬
率
、
大
量
茶
羅
は
昆
言
の
影
響
と
主
版
し
、
「
問
日
抄
」

に
て
足
る
、
「
本
傘
抄
」
を
要
せ
・
？
と
論
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
理
由
は
『
己
心
本
隼
』
だ
の
、
『
己
身
本
仰
』
な
ど
い
ふ
も
の
は
、
例
陀
を

拝
む
の
か
自
己
み
づ
か
ら
を
拝
む
の
か
判
ら
な
い
も
の
で
、
さ
や
う
た
も
の
は
宗
救
と
す
る
こ
と
は
出
来
た
い
。
「
翻
心
本
傘
抄
」
と
い
へ

E
も
、
そ
の
末
文
に
は
、
『
一
念
三
千
ヲ
識
ラ
ザ
ル
者
＝
ハ
、
併
、
大
慈
悲
ヲ
起
シ
、
五
字
ノ
内
エ
此
ノ
珠
ヲ
裏
ミ
、
末
代
幼
稚
ノ
頚
ユ
懸

ケ
サ
シ
メ
タ
マ
フ
。
四
大
菩
薩
、
此
ノ
人
ヲ
守
護
シ
タ
マ
ハ
シ
コ
ト
、
大
公
周
公
ノ
成
王
ヲ
揺
扶
シ
、
四
時
ガ
京
帝
一
一
侍
奉
セ
シ
－
一
異
－
フ

ザ
ル
者
也
』
と
結
ぼ
れ
て
、
『
己
心
本
隼
』
や
、
『
己
身
本
悌
』
と
い
ふ
が
如
き
意
味
は
な
い
で
は
な
い
か
。
俗
に
い
は
ゆ
る
十
回
作
羅
列
の
大

塁
茶
維
を
本
傘
と
し
、
十
界
王
具
な

E
い
ふ
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
中
の
悌
・
菩
薩
・
諸
一
紳
の
一
を
別
勧
請
し
て
、
本
傘
と
す
る
本
傘
雑
飢

を
生
じ
、
『
己
心
木
隼
』
『
己
身
本
悌
』
な
ど
い
ふ
も
の
だ
か
ら
、
謙
遜
を
忘
れ
た
る
自
我
主
義
の
我
慢
人
を
生
や
る
の
で
あ
る
。
と
れ
が
本

多
削
の
主
た
る
趣
旨
で
あ
っ
た
。
我
等
を
以
て
見
れ
ば
、
そ
の
所
論
の
動
機
は
同
意
す
る
が
、
所
論
そ
の
も
の
は
排
せ
ね
ば
た
ら
・
な
か
っ

た
。
何
と
・
な
れ
ば
、
大
憂
茶
羅
は
決
し
て
師
の
い
は
る
t
A

如
く
、
悌
・
菩
薩
・
諸
一
肺
の
羅
列
で
な
く
、
「
本
曾
抄
」
は
決
し
て
『
己
心
木
曾
』

ゃ
、
『
己
身
本
僻
』
・
な
ど
い
ふ
こ
と
を
設
か
れ
た
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
L
に
む
い
て
か
、
「
観
心
本
隼
抄
」
の
再
認
識
と
い
ふ
と
と
が
、
本
多
師
と
同
論
を
抱
く
人
の
側
に
封
し
で
も
、
『
己
心
本
隼
』
や
、
『
己

身
本
悌
』
を
「
本
隼
抄
」
の
主
旨
の
如
く
い
ふ
人
の
側
に
劃
し
で
も
、
根
本
的
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

故
村
上
専
精
博
士
の
「
悌
救
統
一
論
」
の
「
悌
陀
論
」
を
見
る
と
、
日
蓮
宗
の
大
望
茶
羅
本
隼
を
以
て
、
法
身
た
り
と
し
て
あ
る
。
こ

れ
は
む
も
ふ
に
優
陀
那
院
日
輝
師
の
、
「
本
隼
排
」
弘
正
よ
び
「
本
曾
略
耕
」
に
依
ら
れ
た
も
の
と
訟
も
ふ
が
、
今
日
他
の
一
般
伸
救
接
者
の

本
側
食
在
を
中
心
と
せ
る
統
磁
的
宗
教

開



本
仰
賞
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

問
問

日
蓮
宗
の
本
隼
に
剥
す
る
常
識
は
、
ま
た
村
上
博
士
の
見
と
多
く
の
異
る
左
と
ろ
は
あ
る
ま
い
か
と
あ
も
は
れ
る
。
繭
か
す
る
時
は
、
「
翻

心
本
傘
抄
」
の
再
認
識
は
、
聖
人
門
下
の
矯
め
だ
け
で
た
く
・
現
日
本
側
救
早
田
仲
の
、
会
鰐
に
向
つ
て
の
必
要
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら

ね
。
と
れ
と
と
に
、
本
論
題
を
掲
げ
て
、
そ
の
一
端
を
閑
明
せ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

昨
年
は
、
日
蓮
聖
人
が
文
永
十
年
四
月
廿
五
日
に
、
「
観
心
本
隼
抄
」
を
撰
せ
ら
れ
て
か
ら
、
浦
六
百
六
十
六
年
で
あ
る
が
、
私
は
偶
然

と
の
陽
暦
四
月
廿
五
日
か
ら
、
七
月
八
日
の
大
憂
茶
羅
顕
殻
舎
ま
で
に
‘
四
ヶ
年
来
の
懸
案
で
る
っ
た
、
「
翻
心
本
隼
抄
講
話
」
六
百
日
の

執
筆
を
完
了
し
た
。
そ
し
て
は
じ
め
て
本
抄
が
、
聖
人
の

超
越
的
危
る
本
側
宜
在
を
中
心
と
し
て
、
普
遍
的
た
る
内
在
内
観
の
宗
敬
と
、
儀
表
的
た
る
・
質
現
質
践
の
宗
教
を
‘
聞
浦
に
統
融
共
日
必

し
た
る
‘
預
言
的
宗
教
を
建
設
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
と
に
、
今
更
た
が
ら
に
鴬
い
た
の
で
あ
っ
た
。

由
主
人
の
宗
教
が
、
超
越
的
一
一
脚
敬
的
危
る
も
の
と
、
普
遍
的
汎
紳
敬
的
な
る
も
の
と
、
賓
現
的
倫
理
教
的
訟
る
も
の
と
の
、
三
方
聞
に

よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
‘
そ
れ
は
法
華
経
本
門
の
、
心
－
僻
・
衆
生
の
一
二
法
．
ま
た
僻
・
法
・
借
の
三
賓
の
三
郎
一
の
意
味
に
た
い
て
、
根

本
的
の
統
融
を
示

L
て
ゐ
る
も
の
在
る
と
と
を
．
聖
人
の
遺
文
の
一
た
る
、
「
生
死
一
大
事
血
脈
抄
」
に
沿
い
て
感
得
し
た
の
は
、
二
十
飴

年
前
の
大
一
止
六
年
、
「
日
蓮
聖
人
と
親
鷺
」
を
執
筆
し
た
時
で
あ
り
、
昭
和
八
年
の
事
位
論
文
の
参
考
論
文
の
一
つ
に
も
、
「
敬
行
設
の
三
義

に
約
せ
ら
れ
た
る
日
蓮
聖
人
の
組
織
的
宗
敬
」
と
し
て
、
同
趣
旨
の
一
文
を
加
へ
て
置
い
た
位
で
あ
る
か
ら
．
「
観
心
木
曾
抄
」
に
そ
の
一
ニ



方
面
の
統
融
が
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
、
二
十
齢
年
前
か
ら
感
じ
て
ゐ
た
。
だ
が
．
今
度
、
「
本
隼
抄
」
を
拝
讃
し
は
じ
め
て
か
ら
間
十
六

年
．
民
に
救
撃
的
研
錆
に
入
っ
て
か
ら
三
十
四
年
に
し
て
、
は
じ
め
て
そ
の
雄
大
に
し
て
文
底
に
厳
然
た
る
、
法
華
経
本
門
書
量
日
聞
の
常

性
三
身
．
と
と
に
そ
の
報
臨
二
身
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
本
悌
の
一
念
三
千
法
門
か
ら
、
内
在
内
観
的
な
る
衆
生
己
心
の
本
伸
本
化
も
、

官
現
宜
践
的
・
な
る
岡
家
世
界
の
寂
光
顕
現
も
、
回
浦
に
統
融
せ
ら
れ
、
と
れ
を
貫
く
に
諌
言
的
な
る
紳
秘
的
｛
一
不
敬
を
以
て
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
に
、
篤
心
睦
目
し
た
の
で
あ
う
た
。
そ
し
て
若
し
往
年
か
L
る
領
解
を
得
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
本
多
師
と
の
聞
に
も
、
意
見
の
封
立
に
を

は
る
と
と
た
く
、
師
も
ま
た
「
本
隼
抄
」
が
「
開
目
抄
」
の
報
鹿
瀬
本
の
立
場
を
、

一
一
隆
深
刻
化
し
、
展
開
化
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
と
と

に
悟
入
し
、
莞
爾
と
し
て
握
手
す
る
と
と
が
で
き
た
で
あ
ら
う
に
と
、
甚
だ
遺
憾
に
堪
へ
た
い
の
で
あ
る
。

同
時
に
優
陀
那
日
輝
師
の
如
き
、
妙
宗
の
本
傘
は
無
作
三
身
、
就
中
、
白
受
用
報
身
に
あ
り
と
し
、
し
か
も
所
掛
に
約
す
れ
ば
無
作
法

身
と
し
・
遂
に
行
者
の
一
身
と
ま
で
そ
の
宜
臨
を
論
ぜ
ら
れ
た
矯
め
、
村
L
L
同
士
等
を
し
て
、
日
蓮
宗
の
本
傘
は
法
身
な
り
と
領
解
せ
し

め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
師
は
、
「
翻
心
木
傘
抄
’
一
の
問
十
五
字
の
法
排
を
以
て
、
そ
の
著
「
綱
要
正
議
」
「
本
語
日
月
燈
」
「
首

間
援
者
」
に
沿
い
て
、
明
か
に
本
僻
果
上
の
一
念
三
千
に
し
て
、
ま
た
本
法
受
持
の
了
念
三
千
た
る
と
と
を
詑
き
、
「
一
念
一
一
一
千
論
」
の
各

応
に
も
屡
そ
の
義
を
陳
べ
、
ま
た
天
台
宗
の
心
・
悌
・
衆
生
の
三
法
妙
に
沿
い
て
は
、
衆
生
法
は
一
往
悶
果
、
再
往
は
悶
、
悌
法
は
定
果

心
訟
は
定
闘
と
し
、
此
の
因
果
迷
悟
の
『
芸
約
事
問
臼
よ
り
修
行
を
出
脅
し
、
『
期
開
無
4
4
k

』
の
果
怨
に
至
ら
し
む
る
、
前
ゆ
る
『
従
悶
五

県
』
の
行
法
に
封
し
、
日
蓮
聖
人
の
ん
一
一
小
は
‘
心
法
定
閃
の
訪
門
的
三
法
妙
を
取
ら
や
‘
本
門
約
仰
果
上
の
三
法
妙
を
以
て
出
荷
山
知
と
し
、

『
念
均
一
怖
心
ニ
住
』
し
、
『
仰
心
遍
ク
生
僻
ノ
二
法
ヲ
成
ズ
ル
』
、
『
故
成
道
時
、
郁
此
本
理
、

一
身
一
念
、
週
於
法
界
』
の
本
御
所
観
の
事

同
よ
り
し
て
、
衆
生
見
の
『
芸
約
事
用
』
を
根
本
的
に
解
消
す
る
、
謂
ゆ
る
『
従
来
向
悶
』
の
行
法
を
建
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と

を
ベ
鶴
見
出
…
｝
一
即
日
精
要
編
」
た
よ
び
「
一
念
三
千
論
」
の
各
鹿
に
設
い
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
師
は
た
と
へ
「
木
等
抄
」
に
依
り
て

本
偽
貸
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

内
五



本
側
貧
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

阿
六

『
己
心
本
隼
』
『
巴
身
本
怖
』
を
説
い
た
に
し
て
本
、
そ
の
己
心
ま
た
は
己
身
は
．
決
し
て
単
な
る
．
凡
夫
の
己
心
で
も
己
身
で
も
な
く
、
書

量
品
の
本
仰
の
所
観
と
し
て
の
凡
夫
の
そ
れ
で
あ
り
、
随
っ
て
凡
夫
を
し
て
本
伸
た
ら
し
む
る
も
の
は
‘
議
荒
円
刊
の
本
仰
の
能
観
、
即
ち

本
仰
来
上
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
本
門
の
行
者
は
そ
の
本
仰
果
上
の
一
念
三
千
を
そ
の
ま
L
信
や
る
と
と
、
即
ち
本
仰
の
能
視
を
以
て
行

者
の
能
視
と
す
る
か
ら
、
『
己
心
木
傘
』
と
も
、
『
己
身
本
悌
』
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
中
心
は
本
仰
の
能
視
に
あ
る
の
で
あ
っ
て

本
仰
の
所
間
に
あ
る
の
で
な
い
。
輝
師
も
そ
の
と
と
を
領
し
て
ゐ
た
か
ら
、
「
綱
要
E
議
」
に
は
、

一
妙
導
師
が
法
々
一
時
コ
一
身
と
い
へ
る
に

封
し
て
、
伸
及
び
行
者
に
は
、
法
令
皆
三
身
な
り
と
観
る
能
観
の
義
は
あ
る
が
、
悌
及
び
行
人
な
ら
ざ
る
も
の
に
は
能
観
の
義
な
く
、
間
半

な
る
『
所
翻
ノ
具
法
』
の
み
と
し
、
「
首
題
要
義
」
に
た
い
て
も
、
伸
及
び
行
人
の
能
視
よ
り
せ
ば
、
法
々
悉
〈
妙
法
な
れ

E
も
、
悌
及
び

行
人
な
ら
ざ
る
も
の
に
は
棺
親
の
義
な
く
‘
法
々
悉
く
『
妙
法
ト
怠
ス
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
也
』
ム
」
説
き
、
と
も
に
「
本
伸
子
抄
」
の
四
十
五
宇

法
問
段
の
本
文
を
引
い
て
論
じ
て
ゐ
ら
れ
る
。
即
ち
「
本
隼
抄
」
に
沿
け
る
能
観
の
中
心
は
‘
本
仰
の
そ
れ
即
ち
本
怖
の
一
念
に
在
る
こ

ム
」
、
『
己
心
本
隼
』
ま
た
は
『
己
身
本
伸
』
は
、
畢
立
し
て
本
仰
の
所
翻
、
即
ち
本
仰
の
一
念
の
三
千
で
あ
る
か
ら
に
過
ぎ
や
、
若
し
本
伸

の
能
親
、
本
悌
の
一
念
を
逸
す
れ
ば
↓
己
心
木
傘
』
と
い
ひ
、
『
己
身
本
伸
』
と
い
ふ
が
如
き
も
の
は
．
優
陀
那
院
帥
の
敬
撃
の
立
脚
地
に

於
て
も
、
決
し
て
存
在
し
た
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
師
の
準
服
を
汲
む
と
い
ふ
人
が
、
師
が
上
の
如
く
明
瞭
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
に
係

ら
や
、
或
は
本
側
果
上
の
一
念
三
千
と
い
ふ
如
き
も
の
な
し
と
い
ひ
、
或
は
四
十
五
字
法
障
の
『
己
心
』
は
凡
夫
叉
は
行
者
の
己
心
に
し

て
‘
本
仰
の
己
心
の
義
注
し
と
い
ひ
、
或
は
台
営
雨
家
・
越
本
二
門
の
三
法
妙
は
、
因
果
迷
悟
の
『
差
約
事
用
』
に
局
る
と
稀
し
、
乃
組

の
本
文
に
遣
う
て
顧
み
や
。
ま
た
本
多
師
の
如
き
、
輝
師
の
書
を
讃
み
て
、
偏
へ
に
本
悌
中
心
を
逸
し
て
、
『
己
心
本
容
』
『
己
身
本
伸
』
を

主
接
せ
る
も
の
と
断
ぜ
ら
れ
た
の
は
‘
所
詮
‘
優
陀
郡
日
輝
師
が
、
自
己
の
内
心
に
は
木
伸
中
心
を
存
し
て
ゐ
－
な
が
ら
、
重
き
を
所
国
間
に

置
き
す
ぎ
て
、
「
翻
心
本
隼
抄
」
を
以
て
、
『
心
ノ
本
隼
ヲ
観
』
や
る
抄
と
し
、
本
傘
に
寄
せ
て
親
心
を
説
け
る
も
の
と
し
、
大
憂
茶
羅
本
位
サ



の
貰
障
を
ば
、
行
者
に
在
り
と
断
や
る
に
王
っ
た
。
そ
と
に
他
を
し
て
誤
解
せ
し
む
る
要
素
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
師
に
し
て
今
た
ほ
生

存
し
て
居
ら
る
L
－
な
ら
ば
、
「
本
隼
抄
」
の
序
・
正
・
流
通
を
通
じ
て
、
本
俳
貰
在
を
中
心
と
し
て
、
内
在
・
内
視
の
宗
教
と
、
宜
現
・
質

践
の
宗
敬
と
を
統
融
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
と
と
を
談
論
す
れ
ば
、
ま
た
莞
爾
と
し
て
握
手
す
る
に
難
く
左
い
と
と
を
信
ゃ
る
の
で
あ
る
。

そ
と
で
「
観
心
本
隼
抄
」
の
再
認
識
を
説
く
に
つ
い
て
は
、
先
づ
訣
れ
る
認
識
の
主
要
な
る
も
の
を
合
通
し
て
、
然
る
後
に
私
が
聖
文

の
真
意
と
領
承
し
た
る
と
と
ろ
を
提
唱
す
る
と
と
と
す
る
。

先
づ
本
多
日
生
師
の
如
き
、
本
仰
宜
在
と
そ
日
蓮
聖
人

ω
正
系
思
想
で
あ
っ
て
、

一’
A
必
三
千
の
如
き
は
天
台
の
敬
製
が
‘
営
時
に
沿
い

て
重
き
を
局
し
て
ゐ
た
か
ら
、
そ
れ
を
傍
系
的
に
取
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
如
き
と
と
は
、
師
が
聖
人
還
交
の
最
高
棺
準
と
せ
ら

れ
る
「
開
目
抄
」
に
沿
い
て
も
、
私
の
「
講
話
」
に
明
か
に
し
た
が
如
く
、
各
論
三
段
の
各
段
に
沿
い
て
、
本
怖
の
宜
在
と
一
念
三
千
を

並
ぺ
設
か
れ
ベ
本
隼
抄
」
に
た
い
て
は
、
最
初
に
「
摩
詞
止
観
」
の
一
念
三
千
構
成
の
一
文
を
掲
げ
ら
れ
た
の
み
で
た
く
、
序
分
に
於
て

も
、
『
唯
一
大
事
因
縁
』
『
難
信
難
解
随
白
意
』
の
正
法
は
、

一
念
三
千
な
り
と
せ
ら
れ
、

E
宗
分
に
於
て
も
『
一
念
三
千
ノ
怖
種
ニ
非
ズ
ン

パ
、
有
情
ノ
成
伸
モ
木
霊
ノ
本
傘
毛
、
有
名
尤
宜
也
』
と
し
、
そ
の
一
念
三
千
の
法
障
は
、
之
を
天
台
家
の
如
く
、
衆
生
の
六
識
安
心
所
合

の
そ
れ
を
取
ら
守
、
『
今
、
本
時
ノ
婆
婆
世
界
勺
三
災
ヲ
離
レ
、
四
劫
ヲ
出
デ
タ
ル
常
住
ノ
浮
土
ナ
リ
。
帥
既
－
一
一
過
去
－
－
モ
減
セ
ズ
、
未

来
日
二
』
生
ゼ
ズ
、
所
化
以
テ
同
樟
ナ
リ
。
此
レ
印
チ
己
心
三
千
具
足
三
種
ノ
世
間
也
』
と
、
書
量
品
の
本
僻
果
上
の
一
念
三
千
を
以
て
法

慢
と
し
‘
そ
の
本
俳
果
上
の
一
念
三
千
．
即
ち
本
俳
能
翻
の
本
時
裟
婆
の
三
千
世
間
は
、
法
華
経
本
門
八
品
の
間
に
表
現
せ
ら
れ
売
り
と

本
側
貸
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
敬

四
七



本
働
賃
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

F司
ii、

し
、
と
れ
を
本
隼
の
鉢
柑
と
せ
ら
れ
、
そ
の
本
側
己
心
の
能
翻
を
‘
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
に
給
要
し
て
、
上
行
菩
薩
に
付
属
し

て
、
末
法
の
衆
生
に
授
興
し
た
ま
へ
る
も
の
と
せ
ら
れ
、
流
通
分
の
締
結
に
沿
い
て
も
、
『
一
念
三
千
ヲ
識
ラ
ザ
ル
者
＝
ハ
、
僻
．
大
慈
悲

ヲ
起
シ
、
五
字
ノ
内
－
一
此
ノ
珠
ヲ
裏
ミ
、
末
代
幼
稚
ノ
頚
＝
懸
ケ
サ
シ
メ
グ
マ
フ
。
四
犬
菩
薩
ノ
此
ノ
人
ヲ
守
護
シ
タ
マ
ハ
シ
コ
ト
、
大

会
周
公
ノ
成
王
ヲ
揺
扶
弘
、
四
時
ガ
恩
帝
＝
侍
事
セ
シ
－
一
同
時
一
フ
ザ
ル
者
也
』
と
い
は
れ
て
、
徹
頭
徹
尾
一
念
三
千
の
敬
義
を
以
て
一
貫
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。
若
し
も
本
多
師
の
如
く
‘
と
の
一
念
三
千
の
敬
義
を
以
て
、
傍
系
思
想
で
あ
っ
て
正
系
思
想
で
危
い
と
す
れ
ば
、
聖
人
が

斯
く
の
如
く
「
開
目
」
「
本
尊
」
隔
抄
を
通
じ
て
、
本
側
質
在
と
共
に
．
重
要
敬
義
と
し
で
主
張
せ
ら
れ
る
筈
が
な
い
。
ま
た
若
し
一
念
三

千
を
除
外
し
て
、
本
僻
貰
在
の
み
を
主
要
敬
義
と
す
れ
ば
‘
聖
人
の
宗
救
は
単
な
る
超
越
神
敬
的
の
も
の
と
な
っ
て
‘

一
般
基
替
敬
I
C
類

似
の
宗
敬
と
左
り
格
る
で
あ
ら
う
。

一
念
三
千
に
依
っ
て
伸
敬
本
来
の
普
遍
的
な
る
汎
紳
敬
的
敬
義
を
確
存
し
、
木
伸
の
み
此
の
本
有
の

一
念
三
千
の
民
理
を
悟
達
し
た
ま
へ
り
。
と
れ
謹
俳
・
等
質
の
自
ら
悟
る
能
は
ざ
る
妙
境
妙
智
駐
り
と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
俳
敬
本
来
の
汎

紳
敬
的
敬
義
を
喪
ふ
こ
と
な
く
・
超
越
的
な
る
一
紳
敬
的
救
護
が
間
明
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
師
が
好
ん
で
引
か
れ
た
る
「
本
隼
抄
」

の
末
文
の
．
衆
生
を
本
悌
大
王
の
子
と
し
て
、
成
王
・
恵
帝
の
如
き
王
子
に
鳴
へ
ら
れ
た
る
が
如
き
と
と
も
‘
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・

一
念
三
千
の
敬
義
が
・
な
け
れ
ば
．
基
督
敬
の
如
き
詰
物
的
の
紳
を
有
せ
ざ
る
俳
敢
に
は
、
俳
と
衆
生
と
の
父
子
の
関
係
が
出
で
来
ら
た
い

の
で
あ
る
。

ま
た
優
陀
那
日
輝
師
は
、
そ
の
「
本
隼
抄
略
要
」
に
た
い
て
、
「
翻
心
本
隼
」
を
以
て
『
心
ノ
本
隼
ヲ
観
ズ
』
る
も
の
と
し
て
一
抄
を
解

し
．
『
本
隼
に
寄
せ
て
観
心
を
設
か
れ
た
も
の
』
と
断
ぜ
ら
れ
た
か
ら
‘
師
は
そ
の
能
観
を
「
綱
要
正
議
」
「
本
越
日
月
燈
」
「
首
題
要
義
」
「
一

念
三
千
論
」
等
に
、
本
伸
に
取
ら
れ
て
ゐ
る
に
係
ら
歩
、
本
備
中
心
が
忘
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
師
は
「
本
隼
抄
」
が
、
観
心

を
主
に
し
て
明
さ
れ
た
も
の
と
す
る
詮
践
に
ベ
本
隼
抄
」
の
序
分

K
4翻
心
ト
ハ
、
我
ガ
己
心
ヲ
翻
ジ
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
。
是
ヲ
観
心
ト



云
フ
也
』
と
、
親
心
の
名
義
b
L
設
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
奉
げ
て
ゐ
ら
る
る
が
、
委
細
に
「
本
隼
抄
」
の
序
・
正
・
流
通
の
三
段
を
拝
見
す

る
と
、
序
分
に
沿
い
て
‘
凡
夫
の
己
心
に
九
法
界
の
存
在
す
る
と
と
は
承
認
し
て
あ
る
が
、
働
法
界
の
存
在
は
と
れ
を
信
じ
難
し
と
否
定

し
、
そ
の
末
段
に
沿
い
て
、
勢
舜
・
不
軽
菩
薩
所
見
の
人
‘
悉
建
太
子
と
い
ふ
、
凡
夫
の
己
心
中
段
ら
ざ
る
、
在
他
の
聖
人
、
初
随
喜
の

菩
薩
の
所
見
、
八
相
成
道
の
伸
陀
を
以
亡
し
た
る
賞
例
を
出
し
た
の
に
封
し
、
正
宗
分
に
沿
い
て
は
、
樺
迦
伸
陀
の
隼
貴
を
先
づ
一
般
的

に
題
・
げ
、
つ
ぎ
に
繭
前
・
控
門
に
約
し
て
僻
陀
の
因
行
呆
徳
を
奉
げ
、
つ
ぎ
に
本
門
に
約
し
て
悌
陀
の
果
徳
因
行
を
盤
げ
、
か
く
の
如
き

悌
陀
の
因
行
巣
徳
が
．
我
等
迷
妄
の
凡
夫
の
己
心
の
所
具
た
り
と
す
る
と
と
は
、
到
底
信
じ
難
し
。
た
ど
に
働
界
の
因
果
に
信
じ
難
き
の

み
で
な
く
、
二
乗
乃
至
地
獄
図
仲
の
下
八
回
仲
と
雄
も
‘
我
等
の
凡
心
に
共
の
性
を
潜
在
す
と
い
ふ
は
肯
定
し
た
る
も
、
在
外
の
八
界
が
我
等

己
心
の
所
具
な
内
在

E
い
ふ
と
と
は
．
と
れ
亦
た
信
や
ぺ
か
ら
や
と
、
序
分
に
肯
定
し
た
る
働
界
以
外
の
そ
れ
を
も
否
定
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
序
分
段
の
翻
心
の
名
義
樺
た
る
．
『
我
ガ
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法
凶
作
ヲ
見
ル
』
と
い
ふ
と
と
は
、
と
れ
を
己
心
に
た
け
る
潜
在
の
心
性
と

し
で
も
、
九
回
仲
を
肯
定
し
て
伸
界
を
否
定
し
、
と
れ
を
在
外
貨
存
の
十
界
と
し
て
は
、
全
然
悉
く
否
定
し
て
ゐ
る
の
が
、
問
者
の
難
で
あ
っ

て
、
と
れ
に
封
す
る
答
者
の
答
は
‘
三
重
に
得
さ
れ
て
居
り
、
第
一
重
に
は
、
是
れ
「
法
華
経
」
の
極
詑
・
本
悌
随
自
意
巳
詮
の
境
地
た

る
が
故
K
．
難
信
難
解
は
営
然
た
り
と
し
、
第
二
重
に
は
、
「
無
量
義
経
」
の
王
子
不
思
議
力
の
文
と
、
「
普
賢
経
」
の
此
の
程
は
十
方
三
世

の
諸
仰
の
眼
目
．
三
世
諸
の
如
来
を
出
生
す
る
種
な
り
の
文
、
及
び
此
の
経
は
諸
怖
を
し
て
五
眼
を
共
足
せ
し
め
、
俳
の
三
種
の
身
は
此

の
経
の
大
浬
蝶
梅
よ
り
生
守
る
の
文
を
出
し
て
、
「
法
華
経
」
は
帥
仰
の
因
行
果
徳
を
興
ふ
る
力
量
由
る
と
と
を
暗
示
し
・
第
三
重
に
は
、
更
に

「
無
量
義
経
」
の
『
六
波
羅
蜜
自
然
在
前
』
の
文
寸
法
華
経
」
の
『
欲
聞
共
日
比
道
』
の
文
‘
「
大
浬
仙
操
縦
」
の
『
薩
ト
者
具
足
＝
名
ク
』
の
文

井
び
に
龍
樹
・
均
正
・
士
口
臓
・
天
台
の
轄
の
、
薩
と
は
六
の
義
、
具
H
K
の
義
．
妙
の
義
た
り
と
あ
る
を
架
げ
を
は
り
て
、
さ
て
此
等
の
経

轄
を
締
結
し
て
、

本
・
仰
賞
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
敬

問
ji. 



本
働
賃
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
歎

五
0 

『
私
－
一
舎
通
ヲ
加
ヘ
パ
、
本
文
を
鯖
ス
ガ
如
シ
。
繭
リ
ト
雄
毛
、
文
ノ
心
ハ
、
樺
・
隼
ノ
因
行
川
市
徳
ノ
二
法
、
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
＝
具
足

ス
ロ
我
等
此
ノ
五
字
ヲ
受
持
ス

ν
パ
、
自
然
－
T
彼
ノ
因
果
ノ
功
徳
ヲ
譲
リ
典
ヘ
タ
マ
フ
』

と
樺
せ
ら
れ
、
か
く
の
如
く
妙
法
受
持
の
時
は
、
此
の
妙
法
蓮
華
経
は
‘
上
来
の
如
く
、
王
子
不
思
議
力
及
び
六
波
羅
蜜
自
然
在
前
の
因

行
H

卦
是
と
、
十
方
三
世
の
諸
怖
の
眼
目
走
り
伸
極
左
り
、
三
身
出
生
の
浬
繋
海
な
り
の
果
徳
共
足
。
即
ち
閃
果
共
同
応
の
唯
一
妙
遣
で
あ
る

か
ら
自
然
に
糟
隼
の
因
行
呆
徳
を
譲
興
せ
ら
る
。
と
の
故
に
『
無
上
費
珠
不
求
自
得
』
で
あ
り
‘
『
妙
莞
ノ
樺
隼
ハ
我
等
ガ
血
肉
也
。
因
果

ノ
功
徳
ハ
骨
髄
－
一
非
ズ
乎
』
と
、
凡
身
即
伸
身
在
る
と
同
時
に
、
此
の
「
法
華
経
」
を
護
持
す
る
は
‘
穂
傘
・
多
’
賛
仰
及
び
十
方
諸
怖
を

供
養
す
る
に
な
ん
ぬ
と
の
賓
塔
品
の
文
を
牽
げ
、
『
樺
迦
・
多
賀
・
十
方
ノ
諸
悌
ハ
我
ガ
悌
界
也
。
共
ノ
跡
ヲ
制
稽
シ
、
共
ノ
功
徳
ヲ
受
得

ス
』
冒
と
樺
せ
ら
れ
・
此
の
経
の
護
持
を
伸
因
す
る
と
と
を
結
し
、
し
か
も
此
の
受
持
謹
興
は
‘
行
じ
難
き
翻
念
に
非
守
し
て
、
開
法
得
道
・

因
果
一
念
の
受
持
の
易
行
な
る
と
と
を
ぽ
、
法
制
品
の
『
須
央
聞
之
‘
即
侍
究
寛
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
』
の
文
を
架
げ
て
詮
し
、
然
る

後
に
は
ヒ
め
て
、
『
我
等
己
心
ノ
樺
隼
ハ
、
五
百
塵
賠
乃
至
所
顕
ノ
三
身
－
一
シ
テ
、
無
始
ノ
古
伸
也
円
『
上
行
・
無
謹
行
・
浄
行
・
安
立
行

等
ハ
、
我
等
ガ
己
心
ノ
菩
薩
也
』
と
、
書
量
品
の
本
伸
・
本
化
が
‘
我
等
己
心
の
所
共
友
る
と
と
を
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
る
っ
て
、
妙
法

蓮
華
経
の
受
持
譲
輿
に
依
ら
宇
ん
ぽ
、
在
外
の
十
回
仲
を
以
て
我
が
己
心
の
所
具
と
見
る
と
と
は
、
事
も
許
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

随
っ
て
次
下
の
四
十
五
字
法
閣
の
『
己
心
』
は
、
今
日
優
陀
那
師
を
祖
述
す
る
人
が
、
断
じ
て
凡
夫
又
は
行
者
の
己
心
に
し
て
‘
本
働

の
己
心
に
非
・
？
友

E
と
妄
言
す
る
に
係
ら
や
、
優
陀
那
師
は
「
綱
要
正
議
」
「
本
遊
日
月
燈
」
「
首
題
要
義
」
「
一
念
三
千
論
」
等
に
、
と
の

『
己
心
』
は
．
本
僻
の
『
己
心
』
を
本
義
と
し
て
行
者
の
『
己
心
』
に
及
び
、

一
般
凡
夫
の
『
己
心
』
に
亙
ら
4
y
と
、
私
と
全
然
同
一
解
揮

を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
斗
本
写
抄
」
の
正
宗
分
に
は
、
本
僻
中
心
の
受
持
譲
輿
の
前
提
の
た
い
凡
夫
が
、
『
我
ガ
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法

一
界
ヲ
見
ル
』
と
と
は
‘
些
か
も
肯
定
せ
ら
れ
た
と
と
る
は
た
い
わ
け
で
あ
る
。
況
し
て
流
通
分
に
い
た
り
で
は
、
専
ら
本
隼
の
流
通
を
設



か
れ
て
、
観
心
の
義
は
一
一
語
も
な
い
。
ま
た
『
事
行
ノ
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
‘
井
ニ
・
本
門
ノ
本
傘
未
グ
庚
ク
之
ヲ
行
ゼ
ズ
』
の
と
文

の
『
事
行
ノ
南
無
妙
法
蓮
華
経
』
は
‘
上
の
受
持
行
を
い
ふ
の
で
、
決
し
て
『
我
ガ
己
心
ヲ
観
ク
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
』
と
と
で
は
友
い
。

受
持
謹
興
に
因
っ
て
、
本
伸
・
本
化
か
行
者
己
心
の
所
具
と
な
る
所
以
は
、
因
行
果
徳
を
譲
興
せ
ら
る
L
本
備
の
詮
果
の
上
に
、
間
十
五

字
法
障
の
事
成
の
一
念
三
千
が
在
る
か
ら
、
そ
れ
を
紳
力
品
の
別
付
属
に
よ
り
‘
上
行
菩
薩
を
経
て
末
法
の
衆
生
に
妙
法
五
字
に
結
要
し

授
興
し
受
持
に
因
っ
て
譲
山
県
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
本
僻
果
上
の
一
念
三
千
が
・
な
け
れ
ば
、
受
持
議
興
の
根
強
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
優
陀
那
院
師
も
、
「
首
題
要
義
」
に
明
か
に
、
四
十
五
字
法
陪
を
以
て
、
『
之
ヲ
僻
心
ノ
所
詮
z
約
ス
レ
パ
、
則
チ
法
界
伸
身
＝
合
師
シ
、

亦
タ
行
者
ノ
所
観
＝
約
ス
レ
バ
、
則
チ
法
界
行
者
ノ
一
身
一
念
－
一
舎
蹄
ス
』
と
い
ひ
、
行
者
と
は
『
怖
心
ノ
所
讃
』
を
以
て
そ
の
所
行
と

す
る
行
者
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
心
は
『
悌
心
ノ
所
詮
』
に
師
す
る
。
故
に
同
書
に
叉
、
ヨ
ニ
千
唯
心
ノ
観
相
、
法
界
唯
身
ノ
伝

解
、
並
ニ
日
疋
レ
悌
知
日
所
見
ノ
畳
相
ヲ
一
不
ス
也
』
と
い
っ
て
、
本
門
事
同
の
一
念
三
千
と
は
、
即
ち
本
悌
来
上
の
一
念
三
千
な
る
と
と
を
明

一
一
一
日
し
、
そ
れ
故
に
「
綱
要
正
議
」
「
本
遊
日
月
燈
」
「
一
念
三
千
論
」
み
た
．
四
十
五
字
法
惜
の
文
を
本
仰
の
一
念
三
千
を
正
躍
と
す
と
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

随
っ
て
「
本
穿
抄
」
に
明
さ
れ
て
ゐ
る
、
本
等
の
鉢
相
即
ち
十
界
国
共
の
大
畳
茶
羅
は
、
本
併
の
一
念
三
千
即
ち
救
主
耀
傘
本
有
無
作

一
二
身
の
形
貌
な
の
で
あ
る
。
そ
の
『
本
門
ノ
本
傘
』
を
封
境
と
し
て
、
作
法
受
戒
・
信
念
受
持
の
明
題
に
よ
っ
て
、
木
骨
骨
の
悶
行
来
館
を

議
興
せ
ら
れ
、
そ
と
に
は
じ
め
て
自
己
の
『
九
識
心
王
真
如
の
都
』
（
酬
請
3
を
、
御
本
命
の
上
に
仰
ぎ
、
観
念
行
な
ら
ざ
る
信
念
受
持
の

上
に
、
本
悌
己
心
の
『
＝
一
千
具
足
三
種
ノ
世
間
』
を
ぽ
譲
興
せ
ら
れ
、
大
四
回
｛
茶
羅
を
行
者
己
心
の
『
ご
一
千
共
足
三
日
間
ノ
世
間
』
と
し
て
仰

VH
」
得
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
奉
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
』
も
、
決
し
て
凡
夫
己
心
の
翻
心
の
義
で
な
い
。

然
る
に
優
陀
那
院
師
は
、
今
日
の
末
流
撃
者
、
と
は
異
り
、
四
十
五
字
法
聞
の
『
己
心
』
と
は
木
怖
の
己
心
を
本
義
と
す
る
こ
と
を
確
認

本
側
資
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

五



本
仰
食
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

五：

せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
係
ら
歩
、
天
台
の
設
門
の
理
視
に
射
し
て
‘
本
門
の
事
視
と
い
ふ
一
一
郎
の
翻
行
を
開
か
ん
と
し
て
、
「
木
傘
排
」
（
詰

4
5

K
、
『
営
ニ
知
ル
ベ
シ
、
若
シ
観
境
ヲ
定
メ
テ
以
テ
行
ヲ
立
ツ
ル
ニ
ハ
．
則
チ
正
シ
ク
行
者
自
心
ノ
一
念
三
千
ヲ
拐
ス
ヲ
五
意
ト
清
シ
、
若

シ
依
止
ヲ
定
メ
本
傘
ヲ
立
ツ
ル
ユ
ハ
．
則
チ
五
シ
ク
本
門
ノ
敬
主
無
作
三
身
ヲ
顕
ス
ヲ
．
E
意
ト
魚
ス
』
と
観
門
左
教
門
と
雨
立
を
立
℃
、

「
本
館
略
排
附
録
」
（
叫
薄
日
）
に
は
、
本
傘
得
意
の
要
を
給
し
て
ヰ
久
成
ノ
牒
隼
ヲ
立
名
ト
シ
、
妙
経
ノ
題
目
ヲ
形
相
ト
シ
、
行
者
ノ
向
酷

ヲ
貨
体
ト
定
ム
ル
ナ
リ
』
と
い
ひ
、
終
に
今
日
の
所
謂
『
己
心
本
牟
』
『
己
一
身
本
悌
』
思
想
の
仰
を
得
し
、
本
伸
質
在
の
中
心
を
忘
れ
、
法

・
身
本
傘
の
如
く
誤
解
せ
し
め
る
に
至
う
た
の
は
、
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
と
と
で
、
師
の
と
の
思
想
に
依
れ
ば
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
、

内
在
内
観
の
宗
教
に
師
す
る
の
で
あ
っ
て
、
恰
か
も
本
多
帥
が
超
越
的
の
本
伸
一
貨
在
を
主
張
せ
ら
れ
た
の
と
、
封
蹴
的
の
主
張
を
な
す
の

で
あ
る
が
．
日
蓮
聖
人
の
「
本
盆
抄
」
は
究
克
し
て
さ
や
う
な
、
車
超
越
的
、
又
は
車
内
在
的
に
師
す
る
が
如
き
ん
一
部
救
を
開
示
せ
ら
れ
た

も
の
で
は
、
決
し
て
た
い
の
で
あ
る
。

回

さ
ら
ば
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
へ
ば
、
聖
人
が
始
め
て
そ
の
本
懐
を
搬
は
さ
れ
た
る
‘
と
の
「
観
心
本
金
抄
」
所

詮
の
宗
教
は
．
前
に
示
せ
る
が
如
く
、
『
超
越
的
な
る
本
悌
質
在
を
中
心
と
し
て
、
普
遍
的
な
る
内
在
内
観
の
宗
教
と
、
儀
表
的
な
る
宜
現

宜
践
の
宗
敬
と
を
、
固
満
に
統
融
具
足
し
た
る
、
強
一
一
目
的
宗
教
』
を
問
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
抄
の
主
た
る
所
明
は

ま
と
と
に
如
来
減
後
第
四
の
五
百
蔵
ま
で
未
だ
顕
れ
守
、
第
五
の
五
百
歳
に
沿
い
て
、
経
轄
の
預
言
の
如
く
始
て
顕
れ
た
る
本
側
果
上
の

一
念
三
千
、
即
ち
本
門
翻
心
の
法
門
を
以
て
樟
せ
ら
れ
た
る
『
本
門
の
本
傘
』
を
顕
は
さ
る
L
に
あ
っ
て
、
傍
ら
既
に
本
抄
の
願
琵
ま
で

に
弘
め
ら
れ
た
る
『
本
門
の
題
目
』
を
．
上
行
所
停
の
法
ぞ
と
開
顕
し
、
且
つ
本
抄
に
も
い
ま
だ
顕
は
さ
れ
ざ
る
『
木
門
の
戒
壇
』
を
斡



脚
押
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
三
大
秘
法
正
傍
隠
顕
共
轄
の
本
典
訟
の
で
あ
る
。

先
づ
本
抄
が
、
正
し
く
一
念
三
千
の
法
門
を
以
て
本
門
木
等
を
回
押
し
出
さ
れ
た
る
所
以
の
詮
を
い
へ
ぽ
、
先
づ
序
分
に
官
界
千
如
と
一

念
三
千
の
異
同
を
示
す
時
、
『
草
木
ノ
上
－
－
色
心
ノ
因
某
ヲ
置
カ
ズ
シ
パ
、
木
霊
ノ
像
ヲ
本
働
時
ト
侍
ミ
奉
ル
モ
無
袋
也
』
と
．

一
念
三
千
の

原
理
ゑ
く
ば
・
木
霊
の
像
を
本
隼
と
儒
す
の
詮
た
き
を
設
き
、

正
｛
一
市
分
に
入
つ
で
も
、
『
一
念
三
千
ノ
悌
種
ニ
非
ズ
ン
パ
、
有
情
ノ
成
僻
ト

木
重
二
像
の
本
隼
ハ
有
名
無
質
也
』
と
設
か
れ
、
つ
ぎ
に
妙
法
五
字
の
受
持
に
よ
っ
て
、
本
伸
の
因
行
果
偲
譲
輿
の
旨
を
明
し
て
、
行
者

と
本
傘
と
の
感
躍
の
根
擦
を
一
不
し
、
妙
柴
の
躍
を
以
て
結
前
生
後
し
、
正
し
く
本
伸
果
上
一
念
三
千
の
法
障
を
接
げ
、
そ
の
本
隼
の
勝
相

を
問
問
殻
せ
ら
れ
、
流
通
分
に
は
、
徹
副
徹
尾
本
門
本
隼
の
流
通
を
主
と
し
て
設
か
れ
、
傍
ら
題
目
を
開
顕
し
、
戒
壇
を
出
判
明
押
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
即
ち
本
傘
は
序
・
正
・
流
通
に
亙
り
て
、

一
貫
し
て
所
明
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
凡
夫
己
心
の
翻
心
の
如
き
は
、
前
に
い
へ
る
が
如
く

序
分
に
沿
い
て
も
正
宗
に
た
い
て
も
、
却
で
明
か
に
否
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
流
泊
分
と
い
ふ
も
の
は
、
正
宗
を
流
通
す
る

も
の
で
あ
る
と
と
は
、
悌
家
の
通
論
で
あ
る
が
、
明
か
に
本
命
の
流
通
の
み
あ
っ
て
、
凡
夫
己
心
の
翻
心
の
流
通
が
な
い
の
み
で
な
く
、

い
か
な
る
意
味
で
も
、
法
行
的
・
観
念
的
の
翻
心
の
流
通
は
一
句
も
た
い
。
以
上
を
以
て
此
の
抄
の
所
明
が
、

E
し
く
視
心
の
法
門
を
以

て
本
隼
を
轄
す
る
に
あ
る
と
と
を
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

つ
ぎ
に
本
悌
宜
在
を
中
心
と
す
る
と
い
ふ
所
以
は
、
先
づ
序
分
に
た
い
て
一
A

念
三
千
を
出
し
て
、
難
信
難
解
の
十
止
法
ぞ
と
一
不
す
に
、
日
記

れ
本
僻
随
自
意
の
己
詮
の
法
－
な
り
と
設
き
、
「
法
華
経
」
は
そ
れ
を
設
け
る
粧
典
た
り
と
し
、
凡
夫
己
心
に
俳
界
を
潜
在
す
る
詮
を
懇
げ
て

も
‘
『
末
代
ノ
凡
夫
出
生
シ
テ
、
法
務
一
・
粧
ヲ
信
ズ
ル
ハ
、
人
界
＝
伸
界
ヲ
具
足
ス
ル
ガ
故
也
』
と
あ
る
。
そ
の
「
法
華
経
」
の
中
心
は
、
如

本
側
貸
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
数

ヨJ.



本
偽
質
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
救

五
四

来
事
量
口
問
の
本
悌
賞
在
に
あ
り
、
無
始
の
本
怖
の
賞
在
が
明
さ
れ
て
、
無
始
の
九
界
と
の
疋
共
同
融
が
立
ち
、
は
じ
め
て
無
始
の
十
凶
作
瓦

具
・
百
回
作
千
如
・
一
念
三
千
が
治
定
す
る
と
は
、
「
開
目
抄
」
に
既
に
明
さ
れ
た
る
と
と
ろ
で
あ
る
か
ら
、
此
の
序
分
に
「
法
華
経
」
を
い

は
れ
て
ゐ
る
と
と
ろ
に
は
．
み
な
本
伸
寅
・
在
を
合
む
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

更
に
五
宗
分
に
入
つ
で
も
、
ま
た
軍
ね
て
一
念
三
千
は
、
難
信
難
解
、
本
悌
随
同
意
の
己
詮
の
法
な
り
と
設
か
れ
、
「
無
量
義
経
」
「
普

賢
経
」
の
困
行
果
徳
共
日
比
の
交
も
‘
「
法
華
経
」
の
功
徳
即
ち
本
伸
・
買
在
の
利
径
を
暗
示
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
だ
か
ら
繭
い
よ
行
者
と
本
等

と
の
感
臆
の
根
擦
を
明
さ
れ
た
と
と
ろ
で
は
、
『
緯
掌
ノ
因
行
果
徳
ノ
二
法
ハ
、
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
－
一
具
足
ス
。
我
等
此
ノ
五
字
ヲ
受
持

ス
レ
パ
、
自
然
一
一
彼
ノ
因
果
ノ
功
徳
ヲ
謹
リ
輿
ヘ
タ
マ
フ
』
と
あ
る
。
而
し
て
本
備
の
因
行
果
徳
を
‘
妙
法
五
字
に
共
見
せ
し
め
て
流
通

せ
し
め
ら
る
L
の
も
、
紳
力
口
問
の
本
備
の
付
属
に
巾
り
・
受
持
に
よ
っ
て
功
徳
を
譲
興
せ
ら
る
L
儀
表
と
し
て
の
上
行
菩
誌
の
鹿
化
も
、

ま
た
本
側
に
因
っ
て
撞
使
謹
告
と
謹
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
本
悌
貰
在
が
な
け
れ
ば
、
此
の
受
持
議
典
の
根
擦
は
全
然
成
立
し

な
い
の
で
あ
る
。

市
し
て
つ
ぎ
の
四
十
五
字
の
法
鉢
は
、

『
今
、
本
時
ノ
婆
婆
世
界
つ
三
災
ヲ
離
レ
問
劫
ヲ
出
J

ア
タ
ル
常
住
ノ
浮
土
ナ
リ
。
悌
既
一
一
過
去
－
一
モ
減
セ
ズ
‘
未
来
一
一
モ
生
ゼ
ズ
、
所

化
以
テ
向
勝
ナ
リ
。
此
レ
即
チ
己
心
三
千
具
足
三
種
ノ
世
間
也
』

と
あ
っ
て
、
明
か
に
超
越
の
世
界
を
示
し
て
ゐ
る
。
此
の
賓
在
の
本
怖
の
、
詮
悟
の
上
の
三
千
世
聞
は
、
凡
夫
迷
妥
の
三
災
四
却
に
永
へ

に
出
離
せ
る
、
常
寂
光
の
世
界
で
あ
る
。
此
の
超
越
界
の
風
光
を
‘
「
法
華
経
」
虚
昼
舎
の
、
本
化
菩
薩
の
在
庄
の
本
門
八
口
問
の
問
に
一
不
さ

れ
た
。
そ
れ
を
『
本
隼
ノ
鉢
タ
ラ
ク
』
と
し
て
顕
殻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
地
涌
千
界
の
窓
口
薩
に
付
属
し
て
、
流
通
せ
し
め
ら

れ
た
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
本
備
の
質
在
が
な
く
て
は
、
本
伸
果
上
の
一
念
三
千
も
、
本
門
の
本
隼
も
存
在
し
た
い
の
で
あ
る
。



最
後
に
流
通
分
に
入
っ
た
な
ら
ば
、
謂
ゆ
る
一
代
三
段
・
一
経
三
段
・
謹
門
三
段
・
本
門
三
段
・
本
法
三
段
の
五
重
三
段
を
設
か
れ
る

時
か
ら
．
「
法
華
経
」
以
外
の
諸
経
が
、

い
か
に
園
敬
の
理
を
説
い
て
も
、
本
伸
常
住
の
盟
・
熟
・
脆
の
三
径
と
い
ふ
も
の
を
明
さ
な
い
か

ら
、
『
伸
種
』
の
義
を
成
じ
な
い
と
詑
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
本
悌
賓
在
が
な
け
れ
ば
、
極
・
熟
・
股
三
径
も
な
く
、
『
伸
極
』
も
な
い
と
と
に

な
る
の
で
あ
り
、
共
下
に
は
控
門
・
本
門
の
末
法
活
正
を
設
か
れ
て
ゐ
る
と
と
ろ
に
、
「
法
華
経
」
の
輸
出
言
、
天
台
・
妙
紫
・
道
選
の
輸
出
言

的
解
躍
を
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
預
言
は
と
れ
ま
た
本
伸
質
在
を
輸
出
想
せ
守
し
て
は
成
立
し
な
い
。
更
に
進
み
て
害
H

一
一
口
聞
の
『
誼
使
還
告
』

の
文
を
、
四
依
の
菩
薩
を
壇
は
さ
る
L
と
と
な
り
と
脚
伸
し
た
る
、
天
台
大
帥
の
躍
に
依
り
、
聖
人
前
人
未
瑳
の
問
類
四
依
・
な
る
も
の
を
明

さ
れ
て
ゐ
る
。
此

Q
仰
の
滅
後
に
、
怖
が
問
依
の
菩
薩
を
遣
は
さ
れ
る
と
い
ふ
思
想
も
、
本
僻
賞
在
を
諜
想
せ
や
し
て
は
考
へ
ら
れ
た
い

も
の
で
あ
り
、
ま
た
進
み
て
紳
力
・
蝿
泉
南
品
の
付
属
を
設
か
れ
、
悌
滅
後
正
像
二
千
絵
年
に
、
悌
の
所
嘱
の
如
く
、
つ
ぎ
／
＼
に
小
乗

の
凶
依
、
大
乗
の
四
依
、
遮
門
の
問
依
は
出
で
L
時
機
を
泣
へ
や
、
今
や
末
法
に
は
本
門
の
問
依
の
川
づ
べ
き
時
な
り
と
て
、
と
れ
を
匪

史
と
現
宜
と
を
以
て
詮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
、
ま
た
本
俳
り
宜
在
を
諜
想
せ
や
し
て
は
無
意
義
な
の
で
あ
り
、
聖
人
の
化
導
が
粧
の
預
言

井
び
に
天
台
・
妙
柴
・
停
救
の
輸
出
言
に
か
な
ふ
も
の
で
あ
り
、
更
に
聖
人
自
身
が
、
地
涌
の
菩
薩
の
雨
度
の
出
現
b
L
設
い
て
、
将
来
の
世

界
を
諌
言
せ
ら
れ
、
陪
に
日
本
闘
の
開
顕
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
如
き
も
、
と
れ
本
伸
よ
り
法
は
さ
れ
た
る
者
と
し
て
の
み
言
ひ
件
ら
る
L
乙

ム
」
で
、
ま
た
本
伸
宜
在
を
諜
想
せ
や
し
て
は
‘
無
慣
値
に
師
す
る
も
の
で
あ
る
。
況
ん
や
そ
の
締
結
の
文
も
、
『
一
念
三
千
を
識
ラ
ザ
ル
者

＝
ハ
、
伸
、
大
慈
悲
ヲ
起
シ
、
五
字
ノ
内
＝
此
ノ
珠
ヲ
裏
、
之
、
末
代
幼
稚
ノ
頚
ニ
懸
ケ
サ
シ
メ
タ
マ
フ
』
と
あ
っ
て
、
本
俳
貰
在
に
蹄
納

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
れ
ん
包
ど
う
し
て
『
巳
心
本
勢
』
だ
の
、
『
己
身
本
俳
』
だ
の
を
問
問
は
さ
れ
た
抄
‘
た
ど
と
解
せ
ら
れ
得
や
ろ
ぞ
。

本
側
貸
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

五
:Ii. 



本
仰
食
花
を
巾
心
と
せ
る
統
融
的
b
部
品
抗

五
六

五

し
か
し
な
が
ら
、
若
し
誤
っ
て
『
己
心
本
曾
同
己
身
本
悌
』
の
義
が
、
絶
封
的
に
本
抄
に
無
し
と
い
ふ
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
抄

の
明
文
に
培
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
本
抄
の
正
宗
分
に
、
前
に
出
せ
る
が
如
く
、
『
妙
魔
ノ
樟
傘
ハ
我
等
ガ
血
肉
也
‘
因
果
ノ
功
徳
ハ
骨

髄
ニ
非
ズ
乎
』
と
あ
る
。
こ
れ
『
己
白
河
本
悌
』
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
ぞ
。
ま
た
前
顕
の
如
く
、
『
我
等
ガ
己
心
ノ
樺
牟
ハ
、
五
百
塵
貼
ル

至
所
願
ノ
三
身
一
一
シ
一
ア
、
無
始
ノ
古
伸
也
』
と
あ
り
ベ
上
行
・
無
設
行
・
浄
行
・
安
立
行
等
ハ
、
我
等
ガ
己
心
ノ
菩
薩
也
』
と
あ
る
。
本

伸
と
本
化
は
、
大
量
茶
雑
本
傘
の
中
心
で
る
っ
て
、
十
万
三
世
の
諸
仰
は
本
仙
抑
制
伴
傘
に
牧
ま
り
、
越
化
他
方
の
菩
薩
－
な
ら
び
に
二
乗
以
下

の
八
凶
作
は
、
蝿
娯
品
の
如
く
ば
、
悉
く
本
化
の
菩
曜
の
谷
同
閣
に
同
時
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
一
第
四
士
の
木
等
も
大
量
茶
羅
の
略
と

在
る
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
本
怖
と
本
化
は
我
等
の
己
心
の
仰
凶
作
・
菩
除
外
た
り
と
あ
る
は
寸
己
心
本
隼
』
で
な
く
℃
何
で
あ
ら
う
ぞ
。

す
た
は
ち
本
抄
に
は
、
内
在
内
観
の
｛
一
部
散
も
説
か
れ
て
ゐ
る
が
、

し
か
し
、
そ
れ
は
『
樺
隼
の
因
行
巣
徳
ノ
二
法
、
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
宇

日
－
具
日
比
ス
。
我
等
此
ノ
五
字
ヲ
受
持
ス
レ
パ
、
自
然
－
一
一
位
ノ
因
果
ノ
功
徳
ヲ
譲
り
興
ヘ
タ
マ
フ
』
と
の
本
伸
宜
在
中
心
の
、
信
念
受
持
の

上
で
の
譲
興
の
分
で
あ
っ
て
、
本
伸
質
在
中
心
を
忘
失
せ
る
、
観
念
修
行
の
上
に
存
在
す
る
と
と
で
は
な
い
の
で
、
即
ち
本
側
貰
在
に
統

融
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
歩
、

『
寅
塔
品
－
二
一
A

ハ
ク
、
共
レ
能
ク
此
ノ
経
法
ヲ
護
ル
コ
ト
ア
一
フ
ン
者
ハ
、
則
チ
詩
レ
我
及
ピ
多
賓
仰
ヲ
供
養
シ
、
乃
五
亦
復
、
諸
ノ
〈
世

界
ヨ
リ
）
来
リ
タ
マ
ヘ
ル
化
仰
ノ
、
諸
ノ
世
界
ヲ
荘
厳
シ
光
飾
シ
タ
マ
フ
者
ヲ
供
養
ス
ル
ナ
リ
等
一
再
k
o

四
伸
迦
・
多
賀
・
十
万
ノ
諸
仰

ハ
我
ガ
伸
界
也
9

共
ノ
跡
ヲ
紹
縫
シ
・
共
ノ
功
徳
ヲ
受
得
ス
』



ム
」
あ
っ
て
、
轄
迦
・
多
賀
・
十
方
の
諸
備
は
何
の
矯
め
に
集
ま
ら
れ
た
か
。
此
の
程
法
を
し
て
久
住
せ
し
め
、
悪
世
に
流
布
し
て
、
十
方

世
界
週
一
俳
土
た
ら
し
め
ん
が
矯
め
で
る
る
。
共
の
三
働
部
我
が
働
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
共
の
三
備
の
心
b
L
心
と
し
て
、
此
の
法
華
経
の

理
想
が
技
せ
ら
れ
ん
と
す
る
の
を
護
持
し
、
三
怖
の
跡
を
紹
拙
惜
し
て
、
三
備
を
供
養
す
る
菩
薩
行
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
舎
で
あ
る
。
か
く

ご
一
僻
の
跡
を
紹
櫨
す
れ
ば
、
三
伸
の
功
徳
を
受
得
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
、
内
在
内
観
の
宗
教
は
、
賓
現
賓
践
の
宗
教
に
即
接
し
、
統
融
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

．』，、

内
在
内
観
の
宗
散
は
、
本
悌
大
慈
の
受
持
譲
輿
に
因
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
更
に
そ
の
根
本
の
理
は
十
界
互
具
に
由
る
の
で
あ
る
。

十
回
仲
は
す
一
H

叫
す
る
が
、
無
始
本
備
は
調
り
『
梓
縁
』
即
ち
白
か
ら
法
性
縁
起
に
従
ひ
て
莞
ら
れ
た
、
そ
れ
が
本
僻
果
上
の
一
念
三
千
で
あ

る
が
、
無
始
の
九
界
は
白
か
ら
法
性
縁
起
に
従
ひ
て
魔
る
と
と
は
出
来
な
い
。
そ
と
で
本
備
の
根
本
一
乗
鞍
即
ち
悌
種
敬
を
詑
か
る
L
『
詑

線
』
に
従
ワ
て
、
は
じ
め
て
本
併
の
詮
悟
に
参
す
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
れ
が
本
法
受
持
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
我
等
末
法
の
衆
生
に
封
一

し
で
は
、
要
法
受
持
の
一
念
三
千
で
あ
る
。
此
の
一
念
三
千
の
原
理
が
あ
る
か
ら
、
今
日
の
我
等
の
如
き
、
各
自
の
自
我
を
主
と
し
て
考

へ
、
闘
諦
堅
岡
を
あ
ら
ゆ
る
賭
に
波
及
せ
し
め
て
、
生
存
闘
争
・
男
女
闘
争
・
国
際
闘
争
・
階
級
闘
争
・
民
族
闘
争
・
人
種
闘
争
・
主
義

闘
争
・
宗
教
闘
争
等
の
、
底
止
す
る
と
と
ろ
な
き
闘
争
心
理
も
、

一
た
び
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
、
宇
宙
一
貫
の
翠
た
る
本
併
と
聖
友
る
本

法
の
賞
在
に
醒
め
、
小
我
の
身
心
を
浸
し
て
、
『
法
界
固
融
一
念
三
千
』
『
十
方
世
界
通
一
悌
土
』
の
、
本
僻
本
化
の
誓
願
を
以
て
我
が
誓
願

と
岱
し
、
儀
表
た
る
上
行
臆
化
の
日
蓮
聖
人
が
‘
不
惜
身
命
に
流
通
せ
ら
れ
た
る
如
く
に
、
受
持
念
持
護
持
弘
持
す
る
な
ら
ぽ
、
恰
か
も

日
本
閣
安
房
の
漁
夫
の
子
の
日
蓮
そ
の
人
が
．
「
法
華
粧
」
に
預
言
せ
ら
れ
た
る
末
法
の
大
導
師
、
本
化
上
行
菩
薩
の
臆
化
と
宜
践
賓
現
し

本
側
賞
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

五
七



本
側
貸
在
を
巾
心
と
せ
る
統
融
的
宗
敬

五
i¥. 

諜
言
可
能
の
不
思
議
力
を
も
出
し
た
ま
へ
る
が
如
く
‘
そ
の
内
布
内
観
の
己
心
の
本
僻
本
化
の
功
徳
は
．
外
部
の
賓
践
賓
現
と
な
っ
て
‘

『
地
涌
の
菩
薩
の
流
類
』
と
し
て
‘
『
一
闘
浮
提
．
虞
宜
流
布
』
・
『
十
方
世
界
、
通
一
一
仰
土
』
の
相
を
来
す
べ
き
、
賞
践
賓
現
の
人
と
友
り

得
べ
き
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
は
本
悌
貫
在
を
中
心
と
し
て
で
、
本
悌
・
本
化
の
質
在
の
信
念
－
泣
き
も
の
L
上
に
は
、
そ
の
内
在
内
観
も
、

E
営
に
は
決
し
て
作
用
し
た
い
。

随
っ
て
彼
の
徒
ら
に
口
唱
題
目
を
以
て
、
受
持
譲
典
あ
る
べ
し
と
妄
想
し
た
り
、
又
は
怖
陀
の
預
言
・
天
台
・
妙
襲
・
偉
敬
皆
一
す
の
預
言

に
よ
り
て
出
現
せ
ら
れ
た
る
、
末
法
の
大
導
師
、
唱
導
之
師
た
る
日
蓮
聖
人
を
、
単
に
我
等
行
者
の
一
先
輩
の
如
く
考
へ
、
後
世
の
祇
組

ま
た
は
久
遠
日
親
・
常
業
日
経
雨
師
の
如
き
を
‘
日
蓮
聖
人
の
再
来
だ
の
再
誕
だ
の
と
濫
稽
す
る
が
如
き
‘
本
伸
・
本
化
の
賓
在
を
斡
硯

す
る
者
に
は
、
決
し
て
正
し
い
賞
践
質
現
は
来
ら
な
い
。
ず
な
は
ち
貫
現
賞
践
の
宗
教
も
‘
交
た
本
備
資
在
の
超
越
の
宗
教
を
中
心
と
し

そ
れ
に
統
融
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

七

以
上
の
如
く
「
翻
心
本
隼
抄
」
は
、
超
越
的
な
る
本
悌
賓
在
を
中
心
と
し
て
、
内
在
内
観
の
宗
敬
と
、
賓
現
質
践
の
宗
敬
と
を
統
融
せ

る
、
強
言
的
宗
敬
を
顕
示
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
く
三
方
面
を
闘
共
せ
る
所
以
は
、
「
法
華
経
」
乃
至
大
乗
伸
敬
の
本
来

の
教
義
に
基
く
の
で
あ
る
。

悌
敢
に
は
、
本
来
・
悌
・
法
・
備
の
三
賓
が
あ
り
、
ま
た
『
心
伸
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
』
と
い
ふ
、
心
法
・
悌
法
・
衆
生
法
の
三
法



が
あ
り
、
ま
た
歌
道
・
行
道
・
詮
遣
と
い
ふ
三
義
が
あ
る
。

超
越
の
宗
教
は
、
悌
賓
中
心
で
あ
り
、
怖
法
妙
中
心
で
あ
り
、
数
週
中
心
に
依
る
の
で
あ
り
、

内
在
の
｛
一
五
敬
は
‘
法
貫
中
心
で
あ
り
、
心
法
妙
中
心
で
あ
り
、
詮
道
中
心
に
依
る
の
で
る
り
、

宜
現
の
ん
一
万
救
は
、
借
賓
中
心
で
あ
り
、
衆
生
法
妙
中
心
で
あ
り
、
行
道
中
心
に
依
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
け
蓮
聖
人
の
宗
敬
は
、
怖
の
木
地
を
明
せ
る
「
法
華
経
」
本
門
の
敬
義
に
依
っ
て
立
て
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
的
宜
在

を
中
心
と
す
る
。
す
た
は
ち
帥
費
中
心
・
悌
法
妙
中
心
・
秋
道
中
心
の
敬
義
で
、
そ
の
上
に
内
観
的
に
、
法
賓
と
心
法
妙
と
詮
道
と
。
質

現
的
に
借
賓
と
衆
生
法
妙
と
行
道
と
を
統
融
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
本
傘
抄
」
は
以
上
に
設
け
る
が
如
く
、
明
か
に
本
帥
質
在
を
中

心
と
し
て
・
雨
方
面
を
統
融
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
故
本
多
師
や
優
陀
那
帥
の
如
く
、
或
は
超
越
的
、
或
は
内
在
的
に
偏
設
し
て
ゐ
ら
れ
た
と
と
は
、
畢
党
し
て
由
主
人
の
宗
散
の

良
両
日
を
必
要
’
と
す
る
時
が
、
未
だ
来
ら
・
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
、
「
翻
心
本
傘
抄
」
の
、
超
越
の
宗
散
は
、
信
念
の
封
境
と
し
て
、
世
界
的
に
『
本
門
の
本
等
』
と
し
て
。
内
在
の
宗
教
は
、

受
持
の
信
解
と
し
て
、
個
人
的
に
『
本
門
の
題
臼
』
と
し
て
。
質
現
の
宗
散
は
、
本
誓
の
質
現
と
し
て
、
問
問
的
に
『
本
門
の
戒
壇
』
と

し
て
。
綿
じ
で
は
三
大
秘
法
と
し
て
、
聖
人
の
宗
教
を
構
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

中
小
仰
貸
在
を
巾
心
と
せ
る
統
融
的
宗
数

五
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